
用集落

１８



T.P. +7.20

置換工

重力式擁壁工

水叩工

砂

海側 陸側



現在の状況事業実施時の状況

2007(H19).11 2017(H29).10

・堆砂量は事業実施時と比較しても大きな変化は見られない。
・植林されたアダンが繁茂している状況が確認出来た。
浜にはオカヤドカリの足跡があり，水叩き工で１個体確認された。
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現在の状況事業実施時の状況

2007(H19).11 2017(H29).10

オカヤドカリの足跡

確認されたオカヤドカリ



用地区

用集落

1977年（昭和52年）12月14日の用海岸の状況

海岸には護岸が無く天然の海岸線が広がっている。
沖合にリーフが確認出来る。

２０



用地区

用集落

1996年（平成8年）2月12日の用海岸の状況

１９７７年当時と砂浜の状況に大きな変化は見られない。



用地区

用集落

2008年（平成20年）11月26日の用海岸の状況

整備された護岸の前面に植林したアダン林が確認出来る。
砂浜の状況は変化が見られない。
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前田川



現在の状況

2017(H29).10
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現在の状況

2017(H29).10



1946年（昭和21年）4月9日の赤木名海岸の状況

エココースト事業
実施区域

現在ある砂浜はまだ形成されていない。
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1990年（平成2年）12月25日の赤木名海岸の状況

エココースト事業
実施区域

砂浜が形成されつつある。
海岸の北側には赤木名港が整備されている。

赤木名港



赤木名地区の航空写真

2008年（平成20年）11月26日の赤木名海岸の状況

エココースト事業で緑地が整備されている。
砂浜が発達し，陸側に林が形成されている。
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